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組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
お
馴
染
み
の「
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
」。
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー

ク
品
は
組
合
員
や
地
域
の
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
反
映
し
、
Ｊ
Ａ
の
特
色
を
生
か

し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド（
Ｐ
Ｂ
）品
で
す
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
エ
ー
コ
ー

プ
マ
ー
ク
」
は
１
９
７
１
年
（
昭
和
46
年
）
に
誕
生
。
２
０
２
１
年
で
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
の
由
来

　
英
語
のAgricultural

（
農
業
）Co-

operative Association

（
協
同
組
合
）

の
略
で
あ
り
、
農
業
協
同
組
合
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
の
意
味

　

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
の
「
Ａ
」
を
モ

チ
ー
フ
に
植
物
の
葉
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
柔

ら
か
な
曲
線
で
や
さ
し
さ
を
表
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
漢
字
の
「
人
」
と
い
う
字
を

意
識
し
て
安
全
性
・
信
頼
性
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
の
特
徴

①
国
産
原
材
料
の
優
先
使
用

　
安
全
・
安
心
な
国
内
産
の
原
材
料
を
優

先
的
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
原
材
料
に
も

独
自
の
基
準
を
設
け
、
主
原
料
が
国
産

１
０
０
㌫
で
あ
る
も
の
に
の
み
「
国
産
愛

用
マ
ー
ク
」
を
表
示
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
マ
ー
ク
は

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ー
ク

で
す
。

②
安
全
・
健
康
に
配
慮
し
た
品
質
基
準

　
食
品
添
加
物
は
摂
取
低
減
を
基
本
と
し

て
使
用
し
て
い
ま
す
。
安
全
性
に
疑
い
の

あ
る
も
の
、
不
必
要
な

も
の
は
使
用
し
て
い
ま

せ
ん
。
商
品
特
性
上
や

む
を
得
ず
使
用
す
る
時

は
必
要
最
低
限
に
抑
え

て
い
ま
す
。

③
地
球
環
境
に
優
し
い

　
環
境
に
優
し
い
商
品
の
開
発
を
重
要
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
す
で
に
開
発
し
た
商
品
に
つ
い
て
も
、

環
境
の
負
荷
を
考
慮
し

て
見
直
し
を
進
め
て
い

ま
す
。

「
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
」が

を
迎
え
ま
し
た
。

誕
生
　
　
　
周
年

50

❷



50

♥小松菜のむしパン ♥
【材料】
むしパンミックス200㌘・小松菜１把（約260
㌘）・☆（卵２個・米油大さじ３・プレーンヨー
グルト80㌘・砂糖70㌘）・甘納豆50㌘

【作り方】
①小松菜はさっと茹でて、ざく切りにする。
②①と☆をミキサーに入れ、なめらかになったらボウルにあけ
る。

③②にむしパンミックスを入れ、粉っぽさがなくなるまで混ぜ
あわせたら、甘納豆を入れてひと混ぜする。

④ざるにクッキングシートを敷いて③を流しいれ、湯気の上
がった蒸し器で25分蒸す。

上記の品目はＪＡほくさい農産物直売所でお取り扱いしております。（※緑茶ペットボトルを除く ※ひやむぎ・冷やし中華は夏季のみのお取り扱い）

令和２年４月～３年３月　全農埼玉県本部調べ

大発表＆初公開！！ エーコープ商品埼玉県内売上数ベスト15

ＪＡ女性部

羽生支部考案

第３位 第４位

第６位 第７位 第９位第８位

らっきょう酢1.8㍑ 国
産
小
麦
粉
づ
く
り

手
振
り
う
ど
ん

炊飯器で
赤飯おこわ

農協牛乳
キャラメル

米こうじの
甘酒

なす漬の素

らっきょう漬以外にも使える 贈答用にも人気

水をいれて炊くだけ 濃厚な味わい ノンアルコール・飲む点滴畑に茄子が実ったら
第５位

第10位 第15位第11位 第14位第13位第12位

緑
茶

（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）５
０
０
㎖

手
振
り
ひ
や
む
ぎ

冷
や
し
中
華

芋けんぴ お茶 夕鶴らっきょう酢
1㍑

研修・会議に引っ張りだこ

冷や汁にはコレ コシのある食感国産のサツマイモ使用 違いのわかる貴方に小さいサイズもあるいがまんじゅうの皮にも

国産小麦の小麦粉使用
むしパン
ミックス

むしパンミックスで
作ってみよう！

第２位
お茶 白楽

贅沢な味わい

第１位

お茶 紫鳳
農協のお茶といえばコレ

国
産
小
麦
の

小
麦
粉
づ
く
り
の

❸



理
事
会
か
ら

10
月
28
日
の
主
な
議
案

①
令
和
３
年
度
上
半
期
仮
決
算
実

績
に
つ
い
て

②
建
設
委
員
会
規
約
（
行
田
中
部

支
店
）
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

③
遊
休
不
動
産
（
旧
谷
郷
支
店
土

地
、
旧
駅
前
倉
庫
土
地
）
の
処

分
に
つ
い
て

④
不
良
債
権
処
理
方
針
に
つ
い
て

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
法
律
相
談

１
月
６
日
に
本
店
で
開
催

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

１
月
６
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
本
店

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

国が支え
る 安心が大

きくなる

担い手積立年金
［愛称］

詳細な農業者年金の内容やご相談
については、ＪＡほくさいか農業委
員会または農業者年金基金にお問
い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金
☎03-3502-3942（企画調整室）

ご旅行の幹事様へご案内
安心してお出かけいただけるプランをご提案いたします

団体旅行もNツアーで！

旬のトピックス♪♪　2022年話題のスポットは伊豆・鎌倉！
■2022年放送　大河ドラマ「鎌倉殿の13人」
　大河ドラマ館が伊豆の国市に１月15日～オープン予定で
す。
　北条氏ゆかりの地として「北条の里」や「江間地区」の観
光もご一緒にいかがですか？ 北条氏の氏寺である「願成就
院」（がんじょうじゅいん）の国宝指定・運慶作の仏像は必見
です。江間地区ではいちご狩りもお楽しみいただける施設も
ございます。
　伊豆のお泊りは伊豆長岡温泉や堂ヶ島温泉、稲取温泉など
オススメの温泉宿もたくさんございます。
　ご旅行を計画される際は是非Ｎツアー営業担当にご相談
ください。ご指定の場所まで打ち合わせにお伺い致します。

【新型コロナ見舞い金制度のご案内】
　旅行行程中または終了後14日
以内に発症した場合、旅行者本人
に３万円のお見舞金をお支払い致
します。
　また上記感染者の同行者に対し
ては該当者が旅行行程中の発症に
限り同額の見舞金をお支払い致し
ます。
※同行者が14日以内に発症した
場合は同様にお見舞金のお支払い
対象となります。※Ｎツアー募集
旅行又は団体旅行のみ付保される
保険となります。
※詳細は弊社までお問い合わせく
ださい。

●ご提供する旅行は業界ガイドラインに基づく感染症対策を講じております。

お問い合わせは

ご旅行のご相談承ります！お気軽にお問合わせください。（営業担当者：直井）

埼玉支店
☎048-830-1210
総合旅行業務取扱管理者：喜多誠志・杉江望

❹



「ふれあい食材」のお申し込み、お問い合わせは各支店窓口まで

　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農協法（法第35条の５）及び農協法施行規則（第81条）に基づき、
理事の職務の適正な遂行を阻害する行為に関する情報（組合経営に関する事象に限る）の提供を求めています。
　当組合の理事の組合経営に関する気になる行為について、見たり聞いたりした事柄があれば電話または封書にて下
記宛に連絡くださいますようお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　ほくさい農業協同組合　監事会
　連絡先：住　　所　〒348-8513　埼玉県羽生市東7-15-3
　　　　　電話番号　048-561-6911　受付監事　常勤監事　高橋　浩　宛
　　　　　お電話の場合は、月曜日～金曜日、午前９時～午後５時までの間にお願いします。（休日を除く）
※当組合の業務に関する一般的な苦情については、別途窓口を設置しておりますので、そちらをご利用ください。
※ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のものは受付いたしかねますので、予めご了承くだ
さい。

【一般苦情相談窓口】
　住　所　〒348-8513　埼玉県羽生市東7-15-3　　電話番号　048-561-6911　担当部署名　企画管理部

ＪＡでは組合員のみなさまからの情報提供窓口を設置しています

令和３年産麦の品質評価区分（ランク区分）の決定について
■評価結果・ランク一覧表

■ランク区分基準

■経営所得安定対策　数量払（品質加算）

銘柄 ランク区分 たんぱく（％） 灰分（％） 容積重（㌘/㍑） フォーリングナンバー
あやひかり Ａ 10.0 1.47 845 366

小麦（日本めん用） たんぱく（％） 灰分（％） 容積重（㌘/㍑） フォーリングナンバー 対象銘柄
基準値 9.7～11.3 1.60以下 840以上 300以上

あやひかり
許容値 8.5～12.5 1.65以下 ― 200以上

上記対象銘柄のうち「あやひかり」については、低アミロース品種の為、たんぱくの許容値を〔8.0％～13.0％〕とします。

Ａランク 評価項目の基準値を3つ以上達成し、かつ、許容値を全て達成している麦
Ｂランク 評価項目の基準値を2つ達成し、かつ、許容値を全て達成している麦

Ｃランク
評価項目の基準値を1つ達成し、かつ、許容値を全て達成している麦
評価項目の基準値を2つ以上達成しているものの、許容値を達成していない麦

Ｄランク Ａ～Ｃ区分のいずれにも該当しない麦

小麦 ※日本めん用 （円/60㎏）
品質区分 １等 ２等

（等級/ランク） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
小麦 6,510 6,010 5,860 5,800 5,350 4,850 4,700 4,640

「ふれあい食材」では調理コースや簡短コースの
ほかに、「ふれあいマルシエ」から単品でお好き
なものを必要な分だけご注文いただけます！！

ご存知ですか？

まん丸ねぎとろ（たれ付）（200ｇ[40ｇ×4・タレ]） みつせ鶏　ささみのやみつき旨辛唐揚げ（170ｇ）

サクサク衣がおいしい！イカフライ（6枚[360ｇ]）

ＪＡふれあい
マルシエ

売れ筋

Best3
売れ筋

Best3

❺



年末年始のJA業務

月 日 一般業務 ＡＴＭ　8:00～21:00

12月30日 木 通常営業

通常営業

12月31日 金

休業させていただきます
１月１日 土

１月２日 日

１月３日 月

１月４日 火 通常営業

〈JAの自動車共済等をご契約の方へ〉　店舗休業日の交通事故の受付は、ＪＡ共済事故受付センター（☎0120-258-931）で承りま
す。また、故障等レッカーロードサービスについては、ＪＡ共済サポートセンター（☎0120-063-931）にご連絡ください。なお、
ＪＡ共済日常生活事故対応センター（☎0120-628-931）は土日祝日および12月29日～１月３日の間はお休みさせていただきます。

月 日
行田燃料配送センター

（行田・川里・羽生のお客様）
☎048-556-1668

加須燃料配送センター
（加須・騎西・北川辺・大利根のお客様）

☎0480-61-4303

行田セルフＳＳ
給油7:00～21:00 ガスセンター

12月30日 木 通常営業
通常営業

通常営業
☆休日・夜間の

緊急連絡先

JAほくさい
ガスセンター

☎048-561-8411

12月31日 金 A重油のみ（予約分）の配送 ※

休業させて
いただきます

１月１日 土

休業させていただきます
休業させて

いただきます１月２日 日

１月３日 月
通常営業

通常営業１月４日 火 通常営業

※ 31日のA重油の配送は、12/30までにご予約いただきましたお客様に限らせていただきます。緊急にA重油をご希望の方は、31日
のAM9:30までに各配送センター宛にご連絡ください。

月 日 行田直売所
☎048-556-2203

羽生直売所
☎048-563-4609

加須直売所
☎0480-61-3044

騎西直売所
☎0480-73-6776

北川辺直売所
☎0280-62-3636

12月18日 土

通常営業

年末感謝セール
通常営業 通常営業

通常営業
12月19日 日

12月20日 月
通常営業

12月21日 火 定休日 定休日

12月22日 水 定休日 定休日

通常営業 通常営業

定休日

12月23日 木

通常営業
通常営業

通常営業
12月24日 金

12月25日 土
年末感謝セール 年末感謝セール

年末感謝セール
12月26日 日

12月27日 月 通常営業 通常営業

12月28日 火 年末感謝セール 臨時営業 臨時営業

12月29日 水 臨時営業 臨時営業
通常営業 通常営業

臨時営業

12月30日 木 通常営業 通常営業 通常営業

12月31日 金 正午まで営業 正午まで営業 正午まで営業 正午まで営業 正午まで営業

１月１日 土

正月休み
1/1㈯～1/5㈬

正月休み
1/1㈯～1/5㈬ 正月休み

1/1㈯～1/6㈭
正月休み

1/1㈯～1/6㈭

正月休み
1/1㈯～1/5㈬

１月２日 日

１月３日 月

１月４日 火

１月５日 水

１月６日 木

通常営業 通常営業 通常営業１月７日 金
通常営業 通常営業

１月８日 土
　　　　　　　　　　◎12月31日以外の営業時間はいずれの店舗も9:30～16:00です。

イベントの
ご案内

行田直売所 羽生直売所 加須直売所 騎西直売所 北川辺直売所

年末感謝セール
12/28㈫
☆1,000円以上お買
上げのお客様に粗
品プレゼント
※先着300名様
☆お米特売

年末感謝セール
12/18㈯～12/19㈰
☆1,000円以上お買
上げのお客様に粗
品プレゼント
※各日先着100名様
☆お米特売
☆野菜詰め放題

年末感謝セール
12/25㈯～12/26㈰
☆1,000円以上お買
上げのお客様に粗
品プレゼント
※各日先着50名様
☆お米特売

年末感謝セール
12/25㈯～12/26㈰
☆1,000円以上お買
上げのお客様に粗
品プレゼント
※各日先着100名様
☆お米特売

年末感謝セール
12/25㈯～12/28㈫
☆1,500円以上お買
上げのお客様に粗
品プレゼント
※各日先着50名様
☆お米特売

燃
料
関
係

農
産
物
直
売
所

一
般
業
務
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
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税 務 署 

【衝撃】ご存じですか！！ 
“スマホ申告” ならご自宅で完結   

～申告会場で待たず、並ばず、自分のペースで確定申告～  

マイナンバーカードを使用 

スマホ専用画面 

そ
ん
な
時
、 

友
人
の
一
言
で 

び
っ
く
り
！ 

わ
た
く
し
、
今
年
か
ら 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と 

ス
マ
ホ
を
使
っ
て
自
宅
で 

確
定
申
告
し
た
わ
よ 

 

 
自
宅
で
！ 

税
務
署
に 

行
か
な
く
て
い
い
の 

こ
れ
か
ら
も 

ず
ー
っ
と 

 

ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で 

自
宅
か
ら
申
告
す
る 

つ
も
り
よ 

 

便
利
で
す
も
の 

友人のマダム

 

え
っ 国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

っ
て
、
そ
ん
な
に 

便
利
な
の
！ 

国税庁動画チャンネル 

確定申告書の作成方法は動画でチェック！ 

確定申告書等作成コーナーを利用した入力方法などの
動画をご案内しています 動画で見る確定申告 

❼



　

昨
年
は
埼
玉
県
内
の
農
作
業
事

故
が
18
件（
う
ち
死
亡
事
故
1
件
）

発
生
し
て
い
ま
す
。
過
去
10
年
の

事
故
要
因
（
図
１
）
を
見
て
み
る

と
「
機
械
」
に
よ
る
事
故
が
６
割

と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
機

械
を
取
り
扱
う
際
は
、
細
心
の
注

意
が
必
要
で
す
。

農
作
業
事
故
を
減
ら
す
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

　

県
内
の
農
作
業
事
故
を
農
業
機

械
別
に
見
る
と
、
乗
用
ト
ラ
ク
タ

や
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
も
の
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
転
倒
や
エ
ン

ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
で
の
調
整
や

「
つ
ま
り
」の
除
去
が
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

⑴
ト
ラ
ク
タ
で
の
事
故
防
止

　

転
倒
し
た
際
に
車
外
に
投
げ
だ

さ
れ
、
下
敷
き
に
な
る
事
例
が
多

い
傾
向
で
す
。
被
害
を
最
小
限
に

す
る
た
め
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、
転
倒
時

に
空
間
を
確
保
す
る
た
め
の
安
全

フ
レ
ー
ム
・
キ
ャ
ブ
が
役
立
ち
ま

す
。

　

ま
た
、
秋
冬
に
か
け
て
夕
方
は

早
く
暗
く
な
る
た
め
、
自
動
車
と

の
衝
突
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

周
囲
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
な
の
で
、
ト
ラ
ク
タ
に
反
射

シ
ー
ル
を
つ
け
ま
し
ょ
う（
図
２
）。

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

機械
63%

用手具
8%

施設

資材

5%

3%

その他
21%

⑵
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
事
故
防
止

　

コ
ン
バ
イ
ン
で
の
作
業
前
に
、

整
備
や
点
検
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
際
や
、「
つ
ま
り
」

の
除
去
作
業
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を

止
め
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
作
業
過
程
で
「
つ
ま
り
」

が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
稲
の
状
態

を
見
な
が
ら
刈
り
取
り
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

運
転
を
開
始
す
る
際
は
周
囲
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
特
に

バ
ッ
ク
時
に
は
死
角
が
多
い
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
周
囲

の
人
に
も
作
業
中
は
近
づ
か
な
い

よ
う
、
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

⑶
危
険
意
識
の
再
確
認

　

機
械
作
業
は
常
に
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
あ
た
り
ま
え
の
よ

う
で
す
が
、
毎
回
初
心
に
帰
っ
て

作
業
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

農
作
業
事
故
調
査
の
実
施

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
事
故
防
止
の

一
環
と
し
て
管
内
（
加
須
市
、
行

田
市
、
羽
生
市
）
の
農
作
業
事
故

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
3

年
1
月
以
降
に
、
農
作
業
中
の
事

故
事
例
が
あ
り
ま
し
た
ら
当
セ
ン

タ
ー
ま
で
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

　

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

図１　過去10年間の埼玉県内での事故要因別割合
　　　（平成23年～令和２年、350件）

図２　反射シールを貼ったキャブ付トラクタ

図３　コンバイン作業での注意点

死角は後方だけでなく前方にもある！
→補助員との連携が大切

反射シール

❽



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　北川辺いちご部で「とちおとめ」の出荷が10月29日から始まりました。

県内では最も早いスタートです。

　同部は９人。1.3㌶で同品種を栽培しており、このうちの２人が定植前の

苗を低温施設で休眠させ、花芽の分化を進める「夜冷栽培」を導入していま

す。今シーズンは６、７月の長雨の影響で苗の成長が進まず、例年７月下旬

に始める夜冷処理を８月上旬に行ったことで、平年より１週間程度遅い出荷

となりました。部員の水野陽さんは「その分大粒に仕上がりました。近年で

最も大きいのでは。」と喜んでいます。

　同部の目標は１回目の出荷のピークを12月中旬に持ってくること。水野

さんは「原油高でコストは上がる一方。栽培管理に細心の注意を払い、高単

価の見込めるクリスマス前により多く出荷できれば。」と意気込んでいます。

イチゴの出荷スタート～北川辺いちご部～

シトラスリボン募金を寄附
　ＪＡは「医療従事者への感謝の気持ちを」とし

て皆さまにご協力いただいた95,960円を埼玉県に

寄附しました。10月６日に加須農林振興センター

で贈呈式を行い、大塚宏組合長が横田二也所長に目録を手渡

しました。

　この「シトラスリボン募金」は今年８月にＪＡ女性部から

寄贈されたシトラスリボン1,000個を有効に活用しようと企

画されたもの。９月１日から同24日まで支店窓口に募金箱

を設置し、リボンを来店客や役職員に配布しながら寄附をよ

びかけました。

　集めた寄附金は新型コロナウイルス感染症対策事業のうち、医療従事者や医療機関の活動支援などのために活

用される予定です。

　ＪＡ女性部羽生支部（長谷川タマ子部長）は10月21日と22日に手

子林公民館で米粉料理教室を開き、両日あわせて10名が参加しまし

た。

　長引くコロナ禍で米の需要が落ち込む中、消費拡大に繋げることが

目的です。密にならないよう、２日間に分かれて調理を行いました。

　彩のかがやき米粉パウダーを使って作った「かりんとう」と「さつ

まいものドーナツ」、「大根餅」のうち、部員からもっとも好評だった

のはかりんとう。油の吸収の少ない米粉を使ったことで、サクサクで

とても香ばしく仕上がりました。

横田所長㊨に目録を手渡す大塚組合長

女性部羽生支部で米粉料理教室

米粉のかりんとう

とちおとめを収穫する水野さん

❾



　ＪＡと羽生農産物直売所利用組合は10月30日に同市内

のほ場で「直売所ふれあい交流会」を開きました。

　ＪＡ自己改革の一環として地元住民に地域農業に関心を

持ってもらうとともに店舗の活性化と販売力の強化が目的です。参加

した21組64名は同組合役員やＪＡ職員が６月に植えた「べにはるか」

が５株ずつ割り当てられたほ場で芋を掘り起こしました。

　子ども２人を連れて市内から参加した女性は「コロナ禍で楽しみが

少ない中、子供たちがとても喜んでいて何よりでした。」と収穫した

７㌔の芋を抱えながら話していました。

　平井紘一組合長は「初めての取り組みとあり、いろいろ心配はあり

ましたが皆喜んでくれたので成功と言えると思います。次は別の作物

の収穫体験を企画したいです。」と話しています。

　10月４日に文教大学教育学部の３年生４名がＪＡ加須中

央支店を訪れました。

　小学校の社会科の授業で使用する副教材を作成するための

資料集めが目的です。学生たちは過去に大きな水害に遭いな

がらも米どころとして発展した同市の農業を学びにやってき

ました。

　当日の講師は北川辺地区の水稲農家・大谷昇さんが務めま

した。大谷さんは昭和22年のカスリーン台風時に利根川が

決壊したときの状況や、現在のような豊かな大地に回復する

までの努力や苦労を語りました。

　訪れた学生は「大変な苦労があったことを知りました。次世代の子供たちが学べる資料作りに生かしたいです。」

と話していました。

　ＪＡは10月16日に行田中央・川里中央・羽生中央の３店舗で

年金相談会を開きました。

　この相談会はこれから公的年金を受け取る人や今受け取って

いる年金に疑問のある方からのご相談を無料でお受けするもの

です。

　皆さんからもっとも多く寄せられたのは「私はいくらもらえる

のか」という質問です。また、請求手続きの際の必要書類につい

ても多くの人が真剣な表情で確認していました。

　ＪＡでは年金の専門家である社会保険労務士によるこの相談

会 を 隔

月で開いています。参加をご希望の方はお気軽に最寄り

の支店へお申し出ください。

地域住民と交流～羽生農産物直売所利用組合～

大学生が加須市の農業と水害を学ぶ

年金相談会を開催

【令和３年度　年金相談会日程】
■１２月１８日（土）
　加須中央・騎西中央・北川辺・大利根中央支店
■２月１９日（土）
　行田中央・川里中央・羽生中央支店

羽生農産物直売所利用組合役員の皆さん

川里中央支店での様子

�



　10月上旬から中旬にかけて加須市内の

小学校で稲刈りが行われ、近隣の農家が講

師として出向きました。

　６日に彩のきずなの刈り取りを行ったの

は三俣小学校（中島高広校長）です。学頭

営農組合と深沼集落営農組合の組合員ら

が、５年生児童94名に指導を行いました。

　11日には志多見小学校（渡邉典孝校長）

で彩のかがやきを刈り取りました。有限会

社早川農場（早川良史代表取締役）や学校

応援団の皆さんが５年生と６年生の児童

40名に指導を行いました。

　また、14日は不動岡小学校（増田正夫校長）で彩のきずなの

稲刈りを行いました。同校のＯＢでもある水稲農家・岡博和さん

が５年生43名に指導を行いました。

農家が小学校で稲刈りを指導

　川里園芸組合（馬場毅組合長）と加須市園芸組合（佐久間尉匡

組合長）、加須市騎西園芸組合（梓澤實組合長）は10月下旬から

11月上旬にかけて越冬キュウリの目ぞろえ会を開きました。

　11月上旬の出荷のピークを

前に、規格の統一をはかり有利

販売に繋げることが目的です。

同時に市場担当者やＪＡ全農の

職員も参加して互いの情報交換

も行います。この作型は県内で

唯一、当ＪＡ管内だけで生産さ

れており、今作はシーズン終盤

となる１月末までに県内や都内

の市場に約700㌧（１㌜５㌔）

出荷する予定です。

越冬キュウリ目ぞろえ会

志多見小学校

不動岡小学校三俣小学校

川里園芸組合

加須市騎西園芸組合 加須市園芸組合

�



身近な地域の名所をご紹介します

ほくさい
彩発 見

自
ず
か
ら
笑
み
の
こ
ぼ
れ
る
柚
子
湯
か
な　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

着
ぶ
く
れ
て
老
ひ
た
我
が
身
の
お
き
ど
こ
ろ　

大
利
根　

野
口　

勇
一

穭
の
穂
す
で
に
立
つ
気
の
息
吹
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川　
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木
暮　

浅
代

柿
た
わ
わ
塀
の
外
行
く
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の
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騎　

西　

湯
橋　

信
子

手
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広
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が
懐
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川　

里　

井
上
美
智
子

鍬
、
鎌
を
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納
め
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入
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行　

田　

荻
原　

増
夫

晩
秋
や
野
面
吹
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ゆ
く
風
の
音　
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持
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悦
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幟
旗
並
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試
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の
今
年
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け
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須　
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野
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の
瀬
や
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り
て
は
止
む
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収
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舗
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入
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黒
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破
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五
月
女
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子

石
蕗
の
ほ
の
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に
灯
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あ
の
世
か
な　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

宵
宮
の
帯
結
ふ
役
は
い
つ
も
母　
　
　
　
　

北
川
辺　

宮
本　

久
子

秋
の
香
を
心
に
留
め
て
歩
み
行
く　
　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

銀
杏
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柿
も
生
り
捨
て
無
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泉
津
井　
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大
屋
根
の
槌
音
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深
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加　

須　

野
中　

栄
子

穭
田
の
い
つ
し
か
色
の
変
わ
り
た
り　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

あ
か
ぎ
れ
の
母
の
こ
の
手
が
わ
れ
育
て　
　
　

〃　
　

永
沼
規
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雄

と
り
ど
り
の
小
菊
を
束
ね
仏
前
へ　
　
　
　

羽　

生　

長
谷
部
愛
子

腹
す
か
せ
鴉
後
追
う
稲
刈
り
機　
　
　
　
　

加　

須　

渡
邊　
　

弘

※
２
月
号
へ
の
投
句
は
、
12
月
24
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）

宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

穭
田
の
列
に
乱
れ
の
な
か
り
け
り　
　
　
　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

（評）
穭
田
と
は
刈
り
取
っ
た
稲
株
の
後
か
ら
「
ひ
こ
ば
え
」
と
し
て
伸

び
る
い
わ
ば
二
番
穂
の
事
。
稔
っ
て
い
る
う
ち
は
解
ら
な
い
が
、
刈

り
取
っ
た
跡
は
列
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
来
る
。
田
植
時
に
き
っ
ち

り
植
え
た
様
が
蘇
り
、
生
真
面
目
な
農
人
の
姿
が
見
え
て
く
る
句
。

行田八幡神社
行田市行田16-23
☎048-554-5926

https://www.gyodahachiman.jp/

　平安時代に源頼義・義家が奥州討伐の際、戦勝を
祈願して勧請したと言い伝えられています。その後
天文（1532～1555年）年間に忍城主成田長泰が現
在の地に移し、城下総鎮守としました。
　あらゆる災厄を封じるご利益が高いとされること
から「封じの宮」とも呼ばれている同社。特に話題
なのが「癌封じ」です。絵馬やお守りを授かること
ができるほか、秘法とされている祈願を受けること
もできます。

新
忍
川
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税
務
相
談

＆

Ａ

Ｑ

JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏

子
が
結
婚
す
る
の
を
機
に
、
農

業
経
営
の
全
て
を
子
に
移
譲
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
１

月
１
日
を
も
っ
て
息
子
は
開
業
、

父
は
廃
業
し
ま
す
。
農
地
は
生
前

贈
与
に
よ
っ
て
父
か
ら
息
子
へ
そ

の
所
有
権
を
移
転
し
、
農
機
具
等

は
無
償
で
子
に
貸
与
し
ま
す
。
資

金
を
持
た
な
い
息
子
に
父
の
営
農

口
座
の
残
高
３
０
０
万
円
を
引
き

渡
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
移
譲
後

は
息
子
の
農
業
に
専
従
者
と
し
て

従
事
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

息
子
は
就
農
に
あ
た
り
新
規
就
農

促
進
事
業
の
支
援
を
受
け
る
予
定

で
す
。
開
業
に
あ
た
っ
て
、
経
営

上
、
税
務
上
留
意
す
べ
き
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。

経
営
移
譲
に
あ
た
っ
て

　

経
営
移
譲
の
動
機
が
経
営
者
の
高

齢
化
や
疾
病
・
障
害
等
に
よ
る
場
合

は
、
栽
培
技
術
や
販
売
方
法
の
秘
伝

を
承
継
す
る
機
会
を
逸
し
て
し
ま
う

も
の
で
す
。
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
時
期

は
、
経
営
基
盤
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で

助
走
し
な
が
ら
自
然
な
形
で
実
行
す

る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。
目
的
は
家

業
の
承
継
で
す
か
ら
、
ま
ず
「
入
り

を
図
っ
て
出
を
制
す
」
考
え
方
の
も

と
に
５
年
・
10
年
先
の
事
業
計
画
を

立
て
て
将
来
を
見
通
し
ま
す
。
で
き

れ
ば
、
わ
が
家
に
と
っ
て
最
も
経
済

的
な
事
業
規
模
を
決
め
て
お
き
ま
す
。

経
営
移
譲
は
、
相
続
に
お
い
て
、「
家

業
に
必
要
な
財
産
を
確
か
に
承
継
で

き
る
し
く
み
」
が
前
提
に
な
り
ま
す
。

開
業
に
伴
う
届
出

　

開
業
し
た
ら
、
子
は
開
業
の
届
出
、

親
は
廃
業
の
届
出
を
税
務
署
長
へ
提

出
す
る
ほ
か
、
特
典
の
多
い
青
色
申

告
書
を
提
出
で
き
る
よ
う
に
青
色
申

告
の
承
認
申
請
書
を
開
業
後
２
ケ
月

以
内
に
出
し
て
お
き
ま
す
。
生
計
を

一
に
す
る
父
は
子
の
専
従
者
に
な
る

と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
青
色
事
業
専

従
者
給
与
に
関
す
る
届
出
書
、
源
泉

税
額
の
納
期
の
特
例
の
届
出
書
を
提

出
し
ま
す
。
な
お
、
大
き
な
投
資
が

予
定
さ
れ
る
場
合
は
消
費
税
の
課
税

事
業
者
選
択
届
出
書
の
提
出
も
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

農
地
を
贈
与
さ
れ
た
場
合

　

経
営
移
譲
に
伴
う
農
地
は
親
子
の

賃
貸
借
又
は
使
用
貸
借
と
す
る
か
、

売
買
や
贈
与
に
よ
っ
て
子
の
所
有
に

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
経
営

移
譲
に
よ
る
贈
与
に
は
特
例
が
あ
り

ま
す
。
農
地
を
生
前
に
一
括
贈
与
を

受
け
た
場
合
は
農
地
の
贈
与
税
の
納

税
猶
予
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。
農
地

の
贈
与
者
が
死
亡
す
る
ま
で
、
又
は

受
贈
者
が
死
亡
す
る
か
営
農
を
や
め

る
ま
で
贈
与
税
の
納
税
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
贈
与
し
た
親
の
相
続
で
は
納

税
猶
予
を
受
け
た
農
地
を
含
め
て
相

続
税
額
を
計
算
し
ま
す
が
、
さ
ら
に

農
地
の
相
続
税
の
納
税
猶
予
の
特
例

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

経
営
資
金
等
の
移
転

　

子
に
農
業
経
営
を
任
せ
る
と
き
に
、

親
子
で
運
転
資
金
を
授
受
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
３
０
０
万
円
は
、

後
日
返
済
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
親
子

の
金
銭
の
貸
借
で
す
が
、
返
済
不
要

と
し
た
場
合
は
贈
与
に
な
り
ま
す
か

ら
、
翌
年
の
３
月
15
日
ま
で
に
贈
与

税
の
申
告
書
を
提
出
し
て
19
万
円
の

贈
与
税
を
納
付
し
な
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

新
規
就
農
促
進
事
業
か
ら
の
受
給
金

　

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
や
新

規
就
農
促
進
事
業
な
ど
の
受
給
金
は
、

子
の
農
業
所
得
の
収
入
金
額
と
し
て

所
得
税
や
災
害
復
興
特
別
所
得
税
の

課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
ら
留
意

し
て
下
さ
い
。

父
は
青
色
事
業
専
従
者
に
な
る

　

子
と
生
計
を
一
に
す
る
父
が
、
子

の
営
む
農
業
に
専
ら
従
事
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
受
け
取
る
青
色
事
業
専
従

者
給
与
は
父
の
給
与
所
得
と
し
て
年

金
な
ど
の
所
得
と
合
算
し
て
所
得
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
専
従
者

後
継
者
に
農
業
経
営
を
移
譲

し
た
場
合
の
税
務

と
な
っ
た
父
は
他
の
親
族
の
扶
養
親

族
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

農
業
の
法
人
成
り

　

法
人
に
す
れ
ば
必
ず
儲
か
る
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
後
継

者
の
受
け
皿
と
し
て
の
農
業
法
人
で

は
、
個
人
に
く
ら
べ
て
よ
り
効
率
的

な
経
営
を
め
ざ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
く
に
将
来
の
規
模
拡
大
に
伴
う
家

族
労
働
か
ら
雇
用
労
働
へ
の
転
換
、

収
入
の
平
準
化
、
事
業
承
継
の
円
滑

化
な
ど
、
親
子
で
家
業
を
守
る
の
に

恰
好
な
組
織
に
な
り
そ
う
で
す
。
後

継
者
の
生
活
設
計
を
実
現
す
る
た
め

に
も
、
将
来
の
経
営
計
画
に
盛
り
込

む
と
よ
り
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

農
業
機
械
等

　

農
地
の
生
前
一
括
贈
与
に
よ
っ
て

経
営
移
譲
を
し
た
場
合
は
、
農
業
機

械
な
ど
も
贈
与
さ
れ
た
も
の
と
し
て

贈
与
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

農
業
機
械
等
に
つ
い
て
は
贈
与
者
の

相
続
の
際
に
相
続
税
の
課
税
財
産
と

し
て
申
告
す
る
旨
の
書
面
を
提
出
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
生
計
を

一
に
す
る
親
子
間
で
の
賃
貸
借
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
親
か
ら
承
継
し
た
農

業
機
械
等
の
減
価
償
却
費
や
租
税
公

課
は
、
子
の
農
業
所
得
の
必
要
経
費

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
見
落

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
一
年
の
終
わ
り
。
年
の
―
―

❷
広
葉
樹
の
落
ち
葉
を
発
酵
さ
せ
て

作
る
こ
と
も

❸
農
機
具
な
ど
を
し
ま
っ
て
お
く
建

物❹
定
期
貯
金
が
―
―
を
迎
え
た

❺
家
事
を
す
る
際
に
着
け
る
前
掛
け

❼
家
を
建
て
る
と
き
に
神
主
さ
ん
を

招
い
て
す
る
儀
式

❾
ス
プ
リ
ン
グ
と
も
呼
ば
れ
る
部
品

⓫
酒
よ
り
お
菓
子
の
方
が
好
き
で
す

⓭
無
地
の
も
の
に
は
付
い
て
い
ま
せ

ん⓯
お
―
―
の
家
に
回
覧
板
を
回
し
た

⓱
食
べ
過
ぎ
る
と
手
が
黄
色
く
な
る

か
も
？

⓳
大
み
そ
か
の
空
に
響
く
除
夜
の
―
―

㉑
プ
ラ
ス
で
も
マ
イ
ナ
ス
で
も
な
い

こ
と
を
示
す
数
字

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

支
援
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
３
年
12
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
11
月
号
の
答
〉

　

カ
ン
ツ
バ
キ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
石
川
県
を
代
表
す
る
色
絵
磁
器
と

い
え
ば
―
―
焼

❸
出
生
届
を
出
す
ま
で
に
決
め
ま
す

❻
花
な
ど
で
作
る
ハ
ワ
イ
の
首
飾
り

❼
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
―
―

❽
炭
を
入
れ
て
使
う
暖
房
器
具

❿
㎏
、
㎞
の
ｋ

⓬
は
が
き
を
買
っ
て
き
て
―
―
状
を

書
い
た

⓮
弓
に
矢
を
つ
が
え
て
狙
う
も
の

⓰
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
一
種
。
薄
切
り
に

し
た
も
の
が
ピ
ザ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
に

も
使
わ
れ
ま
す

⓲
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
そ
り
を
引
き

ま
す

⓴
木
枯
ら
し
も
颪（
お
ろ
し
）も
こ
れ

㉒
原
価
に
利
益
や
経
費
を
盛
り
込
ん

で
付
け
ま
す

㉓
ま
き
を
く
べ
て
使
う
暖
房
器
具
。

ペ
チ
カ
は
ロ
シ
ア
風
の
こ
れ
で
す

　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

思
い
返
し
ま
す
と
、
２
０
２
１
年
も
新
型
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ

た
年
で
し
た
。
家
庭
で
の
過
ご
す
“
巣
ご
も
り
”
状
態
が
長
引
く
中
、

家
族
の
き
ず
な
や
そ
の
在
り
方
を
感
じ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

近
づ
く
ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
。
家
族
で
の
時
間
が
ま
す
ま
す
増

え
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

Ｓ
・
Ｎ

編
集
後
記

☆
10
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　

記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

☆
細
谷　
由
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
岡
崎　
良
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
野
中　
光
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
細
井
喜
美
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
酒
巻　
松
江
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
松
村　
惠
治
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
小
室　
綾
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
曽
根　
美
子
さ
ま
（
大
利
根
）
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